
FINANCIAL FORUM　2023. AUTUMN No.142　　8

　

本
年
夏
、
総
務
省
か
ら
「
２
０
２

１
年
経
済
セ
ン
サ
ス
―
活
動
調
査
」

の
詳
細
デ
ー
タ
が
公
表
さ
れ
た
。
全

国
の
企
業
、事
務
所
の
経
済
活
動
を
、

地
域
、
産
業
な
ど
を
切
り
口
に
横
断

的
に
分
析
で
き
る
統
計
だ
。
本
稿
で

は
、「
事
業
従
事
者
１
人
当
た
り
の

純
付
加
価
値
額
」（
以
下
、「
１
人
当

た
り
純
付
加
価
値
額
」）
に
焦
点
を

当
て
、
各
地
の
「
稼
ぐ
力
」
を
確
認

し
て
み
よ
う
。

　

純
付
加
価
値
額
と
は
、
企
業
や
事

務
所
の
売
り
上
げ
か
ら
原
材
料
費
や

減
価
償
却
費
な
ど
を
差
し
引
い
た
も

の
を
い
い
、
こ
こ
か
ら
従
業
員
へ
の

給
与
や
税
金
が
支
払
わ
れ
、
残
り
が

企
業
の
利
益
と
な
る
。
世
間
で
い
う

「
稼
ぎ
」
に
近
い
。

　

地
域
の
「
稼
ぐ
力
」
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の「
１
人
当
た
り
の
付
加
価
値
額
」

を
見
る
こ
と
で
、
お
お
む
ね
把
握
で

き
る
。
地
域
で
働
く
人
々
の
平
均
的

な
「
稼
ぎ
」
を
示
す
か
ら
だ
。
概
念

は
、
い
わ
ゆ
る
労
働
生
産
性
（
１
就

業
者
当
た
り
純
付
加
価
値
額
）
に
ほ

ぼ
等
し
い
。

　

な
お
、
個
別
デ
ー
タ
の
中
で
、
東

京
都
港
区
の
医
療
・
福
祉
が
桁
違
い

に
大
き
な
純
付
加
価
値
額
を
計
上
し

て
い
る
（
２
０
２
１
年
調
査
プ
ラ
ス

40
・
０
兆
円
、
前
回
２
０
１
６
年
調

査
マ
イ
ナ
ス
６
・
１
兆
円
）。
そ
の

結
果
、
２
０
２
１
年
の
同
区
医
療
・
福

祉
の
「
１
人
当
た
り
純
付
加
価
値
額
」

（
10
・
９
億
円
）
は
、
同
産
業
全
国
平

均
（
除
く
東
京
都
港
区
）
の
２
６
３
倍

と
計
算
さ
れ
る
。

　

理
由
は
、次
の
よ
う
な
も
の
だ
ろ
う
。

経
済
セ
ン
サ
ス
が
対
象
と
す
る
医
療
・

福
祉
は
病
院
や
介
護
施
設
だ
け
で
は
な

く
、
年
金
運
用
な
ど
の
関
連
法
人
も
含

む
模
様
で
あ
る
。
そ
の
積
立
金
の
運
用

損
益
（
含
み
損
益
を
含
む
）
が
、
金
利

や
株
価
の
動
向
を
反
映
し
て
巨
額
に
達

し
た
と
み
ら
れ
る
。

　

本
稿
は
、
企
業
や
事
務
所
の
生
産
活

動
の
分
析
を
目
的
と
す
る
た
め
、
以
下

で
は
、
各
統
計
か
ら
東
京
都
港
区
の
医

療
・
福
祉
を
控
除
し
た
デ
ー
タ
を
用
い

る
。

目
立
つ
産
業
間
の
格
差
拡
大

　

２
０
２
１
年
の
全
国
全
産
業
の
「
１

人
当
た
り
純
付
加
価
値
額
」
は
年
間
約

５
２
８
万
円
と
、
前
回
の
２
０
１
６
年

調
査
（
同
約
５
４
８
万
円
）
を
３
・
６

％
下
回
っ
た
（
図
表
１
）。
新
型
コ
ロ

ナ
の
感
染
拡
大
と
世
界
的
な
景
気
後
退

の
影
響
か
ら
、
生
活
関
連
サ
ー
ビ
ス

業
・
娯
楽
業
、
宿
泊
業
・
飲
食
サ
ー
ビ

ス
業
、
製
造
業
な
ど
が
軒
並
み
前
回
比

１
〜
３
割
方
減
少
し
た
。

　

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
全
産
業
平
均
が

比
較
的
小
幅
の
減
少
に
と
ど
ま
っ
た
の

は
、
建
設
業
が
前
回
比
１
割
強
増
加
し

た
こ
と
が
大
き
い
。
建
設
業
は
、
国
土

強
靭
化
計
画
に
沿
っ
た
財
政
支
出
や
オ

フ
ィ
ス
・
住
宅
建
設
ブ
ー
ム
を
背
景
に
、

全産業
（公務を除く） 建設業 製造業 情報通信業 運輸業、郵便業 卸売業、小売業

就業者の全産業に占める構成比 
2007年→22年（％） 100.0→100.0 8.6→7.1 18.2→15.5 3.0→4.0 5.1→5.2 16.8→15.5

１人当たり純付加価値額
（万円、かっこ内2016年調査） 528（548） 644（583） 602（660） 1,003（976） 401（548） 484（540）

学術研究、
専門・技術サービス

宿泊業、
飲食サービス業

生活関連サービス業、
娯楽業

教育、
学習支援業 医療、福祉 サービス業

（他に分類されないもの）
就業者の全産業に占める構成比 

2007年→22年（％） 3.1→3.8 5.9→5.7 3.6→3.3 4.4→5.2 9.0→13.5 7.5→6.9

１人当たり純付加価値額
（万円、かっこ内2016年調査） 1,063（963） 157（215） 253（360） 375（376） 415（407） 402（377）

図表 1　１人当たり純付加価値額と就業者数構成比

（注）東京都港区「医療、福祉」を除く値。
出所：「労働力調査」、「2021年経済センサスー活動調査」（ともに総務省統計局）を基に筆者作成。

　総務省が5年に1度実施する「経済センサス―活動調査」は、全国の企業、事業所の経済活動を、市区町村別、
産業別に横断的に分析できる貴重な統計だ。本稿では「事業従事者1人当たりの純付加価値額」に焦点を当て、
各地の「稼ぐ力」を確かめてみたい。
　改めてみえてくるのは、地方経済の厳しい現実だ。地方創生は、1人当たり純付加価値額の向上に的を絞って、
戦略を練り直すべきときである。

全国市区町村の「稼ぐ力」はどれほどか
—地方が直面する厳しい現実

オフィス金融経済イニシアティブ代表（元日本銀行理事）　山本 謙三
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好
調
を
維
持
し
た
。
積
極
的
な
財
政
金

融
政
策
の
恩
恵
を
最
も
強
く
受
け
た
産

業
と
い
え
る
。
こ
の
ほ
か
医
療
・
福
祉

や
情
報
通
信
業
も
若
干
の
増
加
を
示
し

て
お
り
、
産
業
間
の
ば
ら
つ
き
が
目
立

つ
結
果
と
な
っ
た
。

産
業
構
造
の
シ
フ
ト
が

「
稼
ぐ
力
」を
押
し
下
げ
る

　
「
１
人
当
た
り
純
付
加
価
値
額
」
の

動
向
を
長
期
的
な
観
点
か
ら
も
見
て
お

こ
う
。

　

過
去
15
年
の
間
に
、
雇
用
の
構
成
比

が
圧
倒
的
に
高
ま
っ
た
の
は
医
療
・
福

祉
で
あ
る
。
し
か
し
、
産
業
と
し
て
の

医
療
・
福
祉
の
「
１
人
当
た
り
付
加
価

値
額
」
は
相
対
的
に
低
く
、
全
産
業
の

平
均
値
を
押
し
下
げ
る
方
向
に
寄
与
し

て
き
た
。
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
５
類

移
行
で
需
要
の
回
復
が
見
込
ま
れ
る
宿

泊
業
・
飲
食
サ
ー
ビ
ス
業
は
、
コ
ロ
ナ

発
生
の
以
前
か
ら
「
１
人
当
た
り
純
付

加
価
値
額
」
が
極
端
に
低
い
。
一
方
、

こ
れ
ま
で
平
均
値
を
押
し
上
げ
て
き
た

製
造
業
は
、
雇
用
の
減
少
が
目
立
つ
。

　

す
な
わ
ち
、「
製
造
部
門
か
ら
サ
ー

ビ
ス
部
門
へ
」
と
い
う
産
業
構
造
の
変

化
が
、
日
本
経
済
全
体
の
「
稼
ぐ
力
」

を
弱
め
て
い
る
。
と
く
に
需
要
の
伸
び

の
著
し
い
介
護
分
野
は
、「
１
人
当
た

り
純
付
加
価
値
額
」
が
低
い
た
め
に
パ

ー
ト
に
多
く
を
依
存
す
る
構
図
と
な
っ

て
い
る
。
介
護
報
酬
を
ど
ん
ど
ん
と
引

き
上
げ
る
わ
け
に
い
か
な
い
国
の
財
政

事
情
も
あ
る
。

　

こ
の
ト
レ
ン
ド
を
打
破
し
、
日
本
経

済
の
成
長
力
を
高
め
る
に
は
、
①
各
産

業
が
生
産
性
の
向
上
に
努
め
る
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
、
②
労
働
市
場
の
流
動
化
を

進
め
、
生
産
性
の
低
い
分
野
か
ら
高
い

分
野
へ
の
労
働
力
の
移
動
を
促
す
こ

と
、
③
そ
れ
ら
と
並
行
し
て
、
介
護
報

酬
を
は
じ
め
と
す
る
公
定
価
格
の
あ
り

方
を
見
直
す
こ
と
、
が
不
可
欠
に
な
る
。

　

い
ま
、
２
０
２
４
年
問
題
を
か
か
え

る
運
輸
業
界
や
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光

客
の
急
増
に
直
面
す
る
宿
泊
業
・
飲
食

サ
ー
ビ
ス
業
は
、
深
刻
な
人
手
不
足
に

直
面
し
て
い
る
。
両
業
界
の
「
１
人
当

た
り
純
付
加
価
値
額
」
の
低
さ
に
照
ら

せ
ば
、
避
け
が
た
い
事
態
に
見
え
る
。

小
手
先
の
対
応
は
難
し
く
、
両
業
界
の

抜
本
的
な
構
造
改
革
が
急
が
れ
る
。

地
方
圏
は
大
都
市
圏
の
４
分
の
３

　

次
に
、
地
域
の
動
向
を
見
て
い
く
こ

と
に
し
よ
う
。

　

こ
こ
で
は
人
口
転
出
入
の
長
期
的
な

傾
向
を
ふ
ま
え
、
①
大
都
市
圏
を
東
京

都
、
神
奈
川
県
、
埼
玉
県
、
千
葉
県
、

大
阪
府
、
愛
知
県
、
福
岡
県
の
４
域
７

都
府
県
、
②
地
方
圏
を
そ
の
他
40
道
府

県
と
定
義
し
、
比
べ
て
み
た
い
。

　

２
０
２
１
年
の
大
都
市
圏
の
「
１
人

当
た
り
純
付
加
価
値
額
」
は
、
年
間
約

６
０
７
万
円
だ
っ
た
。
一
方
、
地
方
圏

は
約
４
５
２
万
円
と
、
大
都
市
圏
の
約

４
分
の
３
の
水
準
に
と
ど
ま
っ
た
（
図

表
２
）。
前
回
２
０
１
６
年
調
査
と
の

比
較
で
は
、
大
都
市
圏
、
地
方
圏
と
も

に
ほ
ぼ
同
率
低
下
し
て
お
り
、
地
域
間

の
格
差
は
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
か
っ
た
。

　

純
付
加
価
値
額
が
給
与
の
原
資
で
あ

る
以
上
、
こ
れ
ほ
ど
の
地
域
間
格
差
が

あ
れ
ば
、
よ
り
高
い
給
与
を
求
め
て
多

く
の
若
者
が
大
都
市
圏
に
移
動
す
る
の

は
や
む
を
え
な
い
。
一
時
、
新
型
コ
ロ

ナ
の
感
染
拡
大
を
受
け
て
、
東
京
23
区

が
人
口
流
入
か
ら
流
出
に
転
じ
た
が
、

景
気
後
退
に
伴
う
循
環
的
な
動
き
に
す

ぎ
な
か
っ
た
。
当
時
、
テ
レ
ワ
ー
ク
の

普
及
と
地
方
移
住
を
結
び
つ
け
て
、
あ

た
か
も
日
本
の
人
口
の
流
れ
が
変
わ
っ

た
か
の
印
象
を
与
え
る
報
道
が
相
次
い

だ
が
、
幻
想
だ
っ
た
。

　

２
０
２
２
年
以
降
、
地
方
圏
か
ら
大

都
市
圏
へ
の
人
口
移
動
が
再
び
拡
大
し

て
い
る
。
人
口
の
流
出
入
を
決
め
る
最

大
の
要
因
は
、
地
域
間
の
所
得
格
差
に

あ
る
。
若
者
を
地
元
に
と
ど
め
る
に
は
、

地
元
産
業
の
付
加
価
値
向
上
が
欠
か
せ

な
い
。

市
区
町
村
の
全
国
１
位
は

東
京
都
の「
境
界
未
定
地
域
」に

　

さ
ら
に
市
区
町
村
別
の
デ
ー
タ
も
確

認
し
て
み
よ
う
。
各
地
の
経
済
の
先
導

役
が
ど
の
よ
う
な
産
業
か
、
ま
た
各
自

治
体
の
立
ち
位
置
は
ど
の
よ
う
な
も
の

か
を
知
る
う
え
で
も
役
に
立
つ
。

　

図
表
３
は
、「
１
人
当
た
り
純
付
加

価
値
額
」
の
高
い
順
に
、
上
位
20
位
ま

で
を
並
べ
た
も
の
で
あ
る
。
従
事
者
数

に
大
き
な
ば
ら
つ
き
が
あ
る
こ
と
に
留

意
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
以
下
、
い
く

つ
か
の
特
徴
を
述
べ
て
み
た
い
。

　

第
１
は
、
全
国
第
１
位
が
東
京
都
の

「
境
界
未
定
地
域
」で
あ
る
こ
と
だ
。
耳

全産業
（公務を除く） 農林漁業 建設業 製造業

大都市圏（4域7都府県） 607 281 741 637

地方圏（40道府県） 452 271 569 580

情報通信業 卸売業、小売業 宿泊業、
飲食サービス業 医療、福祉

大都市圏（4域7都府県） 1,048 556 157 424

地方圏（40道府県） 816 413 156 408

図表 2　大都市圏、地方圏別１人当たり純付加価値額

（注1）東京都港区「医療、福祉」を除く値。
（注2）大都市圏は東京都、神奈川県、埼玉県、千葉県、大阪府、愛知県、福岡県。地方圏はその他40道府県
出所：「2021年経済センサスー活動調査」（総務省統計局）を基に筆者作成。
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慣
れ
な
い
言
葉
だ
が
、
東
京
都
に
は
市

区
町
村
の
境
界
が
定
ま
っ
て
い
な
い
地

域
が
複
数
個
所
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
多

額
の
純
付
加
価
値
額
を
生
み
出
し
て
い

る
の
は
、
Ｊ
Ｒ
東
京
駅
や
有
楽
町
駅
に

近
い
「
旧
外
堀
川
」、「
旧
汐
留
川
」
地

域
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
地
域
は
、
千
代

田
区
と
中
央
区
、
あ
る
い
は
中
央
区
と

港
区
の
間
の
境
界
が
確
定
し
て
い
な
い
。

　

具
体
的
に
は
、
①
中
央
区
の
日
本
橋

川
に
架
か
る
一い

ち

石こ
く

橋は
し

を
起
点
に
、
外
堀

通
り
に
沿
っ
て
、
そ
の
す
ぐ
西
側
（
＝

Ｊ
Ｒ
東
京
駅
側
）
を
東
京
高
速
道
路
の

西
銀
座
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
ま
で
南
下
す

る
帯
状
地
域
と
、
②
東
京
高
速
道
路
の

西
銀
座
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
か
ら
新
橋
出

入
口
付
近
に
至
る
同
高
速
道
路
の
高
架

下
の
地
域
で
あ
る
。
な
か
で
も
東
京
駅

の
目
の
前
を
通
過
す
る
前
者
の
地
域
に

は
、
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
や
金
融

業
な
ど
が
入
居
す
る
高
層
ビ
ル
が
複
数

あ
り
、
テ
ナ
ン
ト
が
高
い
付
加
価
値
を

計
上
し
て
い
る
模
様
で
あ
る
（
詳
し
く

は
、
オ
フ
ィ
ス
金
融
経
済
イ
ニ
シ
ア
テ

ィ
ブ
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
２
０
２
３
年

８
月
Ｋ
Ｙ
な
話
：
東
京
の
「
境
界
未
定

地
域
」
を
足
で
確
か
め
よ
う
」
参
照
）。

　

第
２
は
、
原
子
力
発
電
所
関
連
の
町

村
が
多
数
上
位
に
入
る
こ
と
で
あ
る
。

２
０
２
１
年
は
北
海
道
泊
村
、
宮
城
県

女
川
町
が
ラ
ン
ク
イ
ン
す
る
と
と
も
に
、

21
位
に
青
森
県
大
間
町
、
22
位
に
佐
賀

県
玄
海
町
が
続
い
て
い
る
。

　

５
年
前
の
調
査
で
も
、
福
井
県
美
浜

町
、
北
海
道
泊
村
、
宮
城
県
女
川
町
、

福
井
県
お
お
い
町
、
福
井
県
高
浜
町
、

佐
賀
県
玄
海
町
の
６
町
村
が
上
位
20
位

ま
で
に
入
っ
て
い
た
。

　

第
３
は
、
製
造
業
の
企
業
城
下
町
や

研
究
開
発
拠
点
の
所
在
地
が
多
い
こ
と

だ
。
と
く
に
半
導
体
関
連
や
自
動
車
部

品
、
工
作
機
械
の
メ
ー
カ
ー
が
、
グ
ル

ー
プ
会
社
と
と
も
に
拠
点
を
集
中
さ
せ

て
い
る
例
が
多
い
。

　

製
品
仕
様
の
「
す
り
合
わ
せ
」
の
作

業
な
ど
を
ふ
ま
え
る
と
、
サ
プ
ラ
イ
チ

ェ
ー
ン
を
１
か
所
に
集
め
る
の
が
効
率

的
と
考
え
ら
れ
て
き
た
か
ら
だ
ろ
う
。

こ
れ
ら
の
市
町
村
で
は
、
製
造
業
の
事

業
従
事
者
が
地
域
の
雇
用
の
５
割
前
後

を
占
め
る
例
も
少
な
く
な
く
、
製
造
業

が
地
方
経
済
に
と
っ
て
い
か
に
重
要
な

位
置
を
占
め
て
い
る
か
が
分
か
る
。

超
大
都
市
集
中
型
の

情
報
通
信
業

　

第
４
は
、
成
長
産
業
と
目
さ
れ
る
情

報
通
信
業
が
、
超
大
都
市
特
化
型
の
産

業
で
あ
る
こ
と
だ
。
情
報
通
信
業
の

「
１
人
当
た
り
純
付
加
価
値
額
」
は
、

全
産
業
平
均
の
２
倍
弱
に
あ
た
る
。
ど

こ
で
も
仕
事
が
で
き
る
業
界
イ
メ
ー
ジ

と
は
裏
腹
に
、
現
実
は
大
都
市
へ
の
集

中
が
著
し
い
。
東
京
都
の
「
境
界
未
定

地
域
」
を
は
じ
め
、
東
京
23
区
の
一
部

や
大
阪
市
、
京
都
市
な
ど
の
ラ
ン
ク
イ

ン
が
、
こ
れ
を
物
語
る
。

　

欧
米
の
Ｉ
Ｔ
ベ
ン
ダ
ー
（
情
報
技
術

の
提
供
企
業
）
の
場
合
は
、
大
都
市
の

郊
外
に
本
拠
を
構
え
る
例
が
多
い
。
一

方
、
日
本
の
Ｉ
Ｔ
ベ
ン
ダ
ー
の
拠
点
は

大
都
市
の
中
心
部
に
集
中
し
て
い
る
。

専
門
家
は
、
こ
の
差
は
Ｉ
Ｔ
技
術
者
が

企
業
側
、
ベ
ン
ダ
ー
側
の
い
ず
れ
に
多

く
所
属
し
て
い
る
か
に
あ
る
と
す
る
。

　

欧
米
の
場
合
、
技
術
者
は
企
業
７
：

ベ
ン
ダ
ー
３
の
割
合
で
所
属
す
る
の
に

対
し
、
日
本
の
場
合
は
企
業
３
：
ベ
ン

ダ
ー
７
の
割
合
と
さ
れ
る
。
こ
れ
だ
け

技
術
者
の
数
に
差
が
あ
れ
ば
、
ベ
ン
ダ

ー
依
存
が
高
い
の
は
や
む
を
え
な
い
。

ベ
ン
ダ
ー
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

行
き
違
い
を
避
け
る
た
め
に
、
頻
繁
に

企
業
に
出
向
く
。
大
企
業
の
本
拠
が
大

都
市
に
集
中
し
て
い
る
以
上
、
Ｉ
Ｔ
ベ

ン
ダ
ー
も
大
都
市
中
心
部
に
拠
点
を
設

け
る
理
屈
に
あ
る
。

　

日
本
の
技
術
者
が
企
業
側
で
な
く
ベ

ン
ダ
ー
側
に
多
い
理
由
と
し
て
専
門
家

が
あ
げ
る
の
は
、
日
本
の
雇
用
慣
行
だ
。

1人当たり
純付加価値額

（万円）
純付加価値額への貢献が大きい産業

東京都・境界未定地域 1,769 学術研究、専門・技術サービス業、金融業、保険業
北海道古宇郡泊村 1,416 電気・ガス・熱供給・水道業
東京都港区 1,399 情報通信業、学術研究、専門・技術サービス業
東京都千代田区 1,259 学術研究、専門・技術サービス業、情報通信業
東京都中央区 1,188 金融業、保険業
京都府京都市南区 1,130 情報通信業
福島県西白河郡西郷村 1,071 製造業
群馬県邑楽郡明和町 1,007 学術研究、専門・技術サービス業
福島県東白川郡矢祭町 993 製造業
山形県東根市 992 製造業
群馬県安中市 964 製造業
秋田県鹿角郡小坂町 958 製造業
山梨県韮崎市 922 製造業
宮崎県児湯郡高鍋町 913 製造業
長野県埴科郡坂城町 908 製造業
宮城県牡鹿郡女川町 892 ［電気・ガス・熱供給・水道業の計数は示されず］
栃木県芳賀郡市貝町 873 製造業
大阪府大阪市中央区 867 情報通信業、金融業、保険業
東京都府中市 859 情報通信業、製造業
福島県双葉郡広野町 850 建設業

図表 3　１人当たり純付加価値額上位の20市区町村

（注）東京都港区は「医療、福祉」を除く値。
出所：「2021年経済センサスー活動調査」（総務省統計局）を基に筆者作成。
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シ
ス
テ
ム
の
大
規
模
開
発
は
一
般
に
10

年
程
度
の
サ
イ
ク
ル
が
あ
る
。
い
っ
た

ん
開
発
が
終
わ
る
と
、
そ
の
後
何
年
か

「
手
空
き
」
が
生
じ
る
。
終
身
型
の
雇

用
慣
行
を
前
提
に
、「
手
空
き
」
時
も

雇
用
を
維
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

は
、
企
業
に
と
っ
て
厳
し
い
。
そ
こ
で
、

企
業
は
雇
用
す
る
技
術
者
を
一
定
数
に

絞
り
込
み
つ
つ
、
必
要
な
と
き
に
ベ
ン

ダ
ー
か
ら
技
術
者
を
集
め
る
慣
行
が
定

着
し
て
い
る
と
い
う
。

　

企
業
が
か
か
え
る
Ｉ
Ｔ
技
術
者
の
少

な
さ
は
、
日
本
経
済
の
大
き
な
弱
点
で

あ
る
。
雇
用
慣
行
の
見
直
し
が
、
成
長

力
回
復
の
た
め
に
も
必
要
と
な
っ
て
い

る
。

抜
本
的
な
改
革
が
求
め
ら
れ
る

宿
泊
業
・
飲
食
サ
ー
ビ
ス
業

　

以
上
、「
稼
ぐ
力
」
上
位
の
市
区
町

村
を
見
て
き
た
が
、
他
方
、
１
人
当
た

り
純
付
加
価
値
額
が
超
低
水
準
に
沈
ん

で
い
る
産
業
も
あ
る
。そ
の
例
と
し
て
、

最
後
に
、
観
光
業
の
中
心
で
あ
る
宿
泊

業
・
飲
食
サ
ー
ビ
ス
業
の
現
状
を
確
認

し
て
み
た
い
。

　

前
述
の
と
お
り
、
２
０
２
１
年
の

「
１
人
当
た
り
純
付
加
価
値
額
」
は
年

間
約
１
５
７
万
円
と
い
う
苛
烈
な
結
果

と
な
っ
た
。
こ
の
数
字
は
新
型
コ
ロ
ナ

の
悪
影
響
を
反
映
し
た
も
の
だ
が
、
コ

ロ
ナ
以
前
の
２
０
１
６
年
調
査
で
も
、

約
２
１
５
万
円
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。

こ
れ
で
は
、
正
規
雇
用
の
機
会
を
な
か

な
か
提
供
で
き
な
い
。

　

市
区
町
村
別
に
み
る
と
、
２
０
１
６

年
最
上
位
に
あ
っ
た
北
海
道
ニ
セ
コ
町

や
北
海
道
占
冠
村
（
ト
マ
ム
リ
ゾ
ー
ト

の
所
在
地
）
が
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
客

の
低
迷
を
背
景
に
順
位
を
落
と
し
、
代

わ
っ
て
長
野
県
立
科
町
な
ど
の
観
光
地

が
浮
上
し
た
。
そ
れ
で
も
全
国
全
産
業

平
均
（
約
５
２
８
万
円
）
を
上
回
る
の

は
、
北
海
道
神
恵
内
村
（
泊
村
の
隣
村
・

約
１
１
７
２
万
円
）
と
長
野
県
立
科
町

（
約
１
０
５
５
万
円
）
の
２
町
村
だ
け

だ
。
２
０
１
６
年
調
査
時
も
ニ
セ
コ
町
、

占
冠
村
の
２
町
村
だ
け
だ
っ
た
。

　

ち
な
み
に
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
の

ゴ
ー
ル
デ
ン
ル
ー
ト
と
さ
れ
る
大
阪
市

や
京
都
市
の
宿
泊
・
飲
食
サ
ー
ビ
ス
業

も
、
そ
れ
ぞ
れ
約
１
６
７
万
円
（
２
０

１
６
年
約
２
３
４
万
円
）、
約
１
３
３

万
円
（
同
約
２
１
２
万
円
）
と
低
調
で

あ
る
。

　

こ
れ
ほ
ど
「
１
人
当
た
り
純
付
加
価

値
額
」
が
低
け
れ
ば
、
若
者
た
ち
を
地

元
に
と
ど
め
る
こ
と
は
難
し
い
。
足
元

で
は
、
円
安
を
受
け
て
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

観
光
客
が
急
増
し
、
各
地
で
人
手
不
足

が
深
刻
化
し
て
い
る
。
海
外
か
ら
の
労

働
力
に
期
待
し
た
い
と
こ
ろ
だ
が
、
日

本
で
働
い
て
も
円
安
の
た
め
に
外
貨
換

算
額
が
目
減
り
し
て
お
り
、
楽
観
で
き

な
い
。

　

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
客
の
増
加
は
輸

送
業
界
や
小
売
業
界
な
ど
へ
の
恩
典
も

あ
る
が
、
宿
泊
業
・
飲
食
サ
ー
ビ
ス
業

に
と
っ
て
は
、
目
指
す
べ
き
は
客
数
の

増
加
で
な
く
、
高
付
加
価
値
化
に
よ
る

「
１
人
当
た
り
純
付
加
価
値
額
」
の
向

上
で
あ
る
。
サ
ー
ビ
ス
の
安
売
り
は
、

日
本
経
済
を
豊
か
に
し
な
い
。
高
級
化

路
線
へ
の
転
換
が
急
が
れ
る
。

「
１
人
当
た
り
純
付
加
価
値
額
の

向
上
」に
的
を
絞
っ
て

　

２
０
２
１
年
経
済
セ
ン
サ
ス
は
、
地

方
の
厳
し
い
現
実
を
改
め
て
浮
き
彫
り

に
し
た
。
①
観
光
の
中
心
で
あ
る
宿
泊

業
・
飲
食
サ
ー
ビ
ス
業
は
、「
１
人
当

た
り
純
付
加
価
値
額
」
が
突
出
し
て
低

い
、
②
雇
用
の
伸
び
の
著
し
い
医
療
・

福
祉
も
、
同
純
付
加
価
値
額
は
低
い
、

③
地
方
を
リ
ー
ド
し
て
き
た
製
造
業
は
、

雇
用
吸
収
力
が
低
下
し
て
い
る
、 

④
成

長
産
業
と
目
さ
れ
る
情
報
通
信
業
は
、

超
大
都
市
特
化
型
の
産
業

に
あ
る
。

　

地
方
創
生
の
政
策
は
、

開
始
か
ら
す
で
に
９
年
が

経
つ
が
、
テ
レ
ワ
ー
ク
移

住
の
支
援
な
ど
「
人
の
移

動
、
先
に
あ
り
き
」
の
施

策
が
多
か
っ
た
。
一
方
、

本
丸
と
い
う
べ
き
地
方
産

業
の
生
産
性
向
上
は
、
目
立
っ
た
成
果

を
出
せ
て
い
な
い
よ
う
に
み
え
る
。
成

果
と
し
て
し
ば
し
ば
取
り
上
げ
ら
れ
る

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
客
の
増
加
も
、
宿

泊
業
・
飲
食
サ
ー
ビ
ス
業
の
「
１
人
当

た
り
純
付
加
価
値
額
」
を
大
き
く
向
上

さ
せ
る
に
は
至
ら
ず
、
こ
の
ま
ま
で
は

十
分
な
稼
ぎ
の
得
ら
れ
な
い
ま
ま
人
手

不
足
ば
か
り
を
加
速
さ
せ
か
ね
な
い
。

　

大
事
な
の
は
、
地
元
産
業
の
付
加
価

値
を
高
め
る
こ
と
で
あ
る
。
地
方
に
は
、

豊
富
な
自
然
資
源
が
あ
る
。
製
造
業
が

こ
れ
ま
で
地
方
経
済
を
リ
ー
ド
し
て
き

た
の
も
、
豊
富
な
水
や
空
気
、
土
地
が

あ
っ
た
か
ら
だ
。「
１
人
当
た
り
純
付

加
価
値
額
」
の
向
上
に
的
を
絞
っ
て
、

民
間
の
力
で
切
り
拓
い
て
い
く
し
か
な

い
。

　

経
済
セ
ン
サ
ス
は
、
全
国
す
べ
て
の

市
区
町
村
の
「
稼
ぐ
力
」
を
確
認
で
き

る
貴
重
な
統
計
だ
。
そ
の
確
認
か
ら
始

め
る
の
も
、
い
い
だ
ろ
う
。山本 謙三（やまもと けんぞう）

1976年日本銀行入行、金融市場局長、米州統括役、
決済機構局長、金融機構局長などを経て、2008年
理事。2012年NTTデータ経営研究所取締役会長。
2018年現職。専門分野は、日本経済、世界経済、
金融機関・金融システム、金融政策、決済。


